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糖尿病の温泉治療に関する研究
1．放射能泉入浴ごアロキサン糖尿家兎の
　　　　糖質代謝並に白血球像の変動
　岡山大学温泉研究所内科
森　　　永　　　　寛
緒　　言
1．アロキサン糖尿家兎の作製
皿．放射能泉入浴と糖質代謝
1．三朝温泉入浴がアロキサン糖尿家兎の室腹時血糖に及ぼす影響
2．アロキサン糖尿家兎の葡萄糖静肱内負荷試験に及ぼす温泉浴の影響
m．放射能泉入浴とアロキサン糖尿家兎の白血球像
結　　論
　　　　　　　　　　　　　　　　　緒
　糖尿病の治療に穿て，その核心をなす食餌
療法に簑ね，適当な温泉の入浴及び飲用を行
うならば，一般に著しくその治療効果を促進
せしめるであろうことは可成り古くから経
験的に知られているところである2），3）．我が
国は世界に冠絶した温泉資源を有しており1），
又，我が国の糖尿病は軽症例が多く4），而も
該疾患々者は今次の戦争によって一時激減し
たが，近時また漸檜しつSあることは　飯塚
教授5）その他6｝，30）の報告によっても明らかで
ある・古来，糖尿病は温泉治療の最もよき適
応症の一つと考えられるにも拘らす，温泉の
糖尿病治療への応用に就いて臨床的観察乃至
実験的報告はあるが　兎角等閑に付されてい
る現状である．
　著者は曾って　放射能泉たる　増富・池田
　　　　　　　　　　　　　　1・
　　　　実験材料E実験方法
　実験動物としては「おから」で飼育した
体重2kg．内外の白色成熟家兎を使用し，實
　言
鉱泉並に三朝温泉の飲用が　家兎の實験的過
血糖を抑制することを明らかにし9、．此等放射
能泉が　糖尿病治療に利用され得べきことを
示唆した．
　最近　アロキサン（Dunn）10），ジチゾン，
オキシン（岡本）11）の如き化学物質の投与に
よって，容易に實験的糖尿病を得る方法が発
見せられ，その本態に関しては　人類糖尿病
と果して同一か否か，なお充分解明せられる
に至っていないが，臨床症状からみれば　人
類糖尿病と極めて類似しているといわれるの
で12），著者はアロキサン糖尿家兎を作製し
放射能泉の糖尿病体に及ぼす影響を検索中で
あるが　今回は三朝温泉1回入浴によるアロ
キサン糖尿家兎の糖質代謝並に白血球像の変
動について報告する・
アロキサン糖尿家兎の作製12）
　　　　　　験前ユ5時聞絶食させた．使用したアロキサン
　　　　　　は和光純藥工業の製品で，その水溶液はpH
　　　　　　＝4．2～4．4（比色法）で微紅色を呈し，室気
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中に放置すると漸次槌遠した・家兎体重毎
kg・100～200mg．のアロキサンを生理的食
塩水で以て5％溶液としてその都度調製し，
37～38。C．の温度のものを耳静肱から注入し
た・注射後間もなく興奮性となり流挺を来た
す症例も見られた・注射後6時間迄は食餌を
与えなかった・血糖の測定はHargedorn－
Jensen氏法，尿糖はNylander氏定性法によ
った．13）
　　　　　　実　験　成績
　17例につき　試薬投与前，並に投与後1，
2，4，6，8，10，24，48時間及び3～5日に亘っ
て血糖を測定してみると，第1表，第1図の
如くで，諸家の報告と同様，三相性の著明な
血糖変化の起るのを確認した・即ち，試薬投
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与後　血糖値は上昇し　2間単二に60～322
mg．／dL李均186mg．／d1．で最：高血糖値を示し
6時間目頃から低血糖値に移行するものが多
かった・低血糖性痙攣は14例（82．4％）に認
められ6～10時間目に発現した．而して葡萄
糖液の注入により痙攣は止み，次いで食思旺
盛となる例もあったが，7例は糖液の注射や
食餌の投与にも拘らす24時聞以内に死亡し
た・アロキサンを200mg．／kg．投与したNo．
17．では注射陵24時間で既1（　239mg・／d1．の高
血糖値であったが，100～150mg．／kg．のア
ロキサン注射群ではそれより遅れ48時聞後に
及んで187～304mg．／dl．李均235mg．／dl．
の．血糖値を示した・
rng．／dl．
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Fig．　1　Changes　in　the　blood　sugar　followLng　the　intravenous　injection
　　　　　　　　of　alloxan　（rabbits）
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Table　1・　Changes　in　the　blood　sugar　following　the　injection　of　alloxan・
　　　　　　　　　　　　　　　　（Rabbits）
Nα識、，D…、。謬器。1yBefore　1．　　　　　　　　　　　　　48　3一一52．　4．　6．　8．　10．　24．　　　　　　　　　　　　Hours　Days
kg． rng・／・剖 mg．／dl．
1　2．　45
2　2．　45
3　2．　75
4　2．3
5　2．6
6　2．　15
7　2．4
8　2．6
9　2．3
10　2．5
11　2．　45
12　2．9
13　2．5
14　2．8
15　2．3
16　2．5
17　2．　65
4／1　100
7　　　　　tt
24／VI　”
24　n30　n30　n1／VII　，，
　tt　tt
23／1　150
tt　tt24／II　”
25　tt27　n3／III　tt
6　　　　　n
27／V　tt
13／1　200
????????????????
?????????????
??
　　139　55　57
183　206　190
161　218　148　36
151　193　162　44
179　192　113　44
238　322　334　136
151　112　28　43
167　169　115　56
125　172　153　28
120　202　204　40
216　135
160　236　189　40
170　182　184　125
157　255　169　159
21
????
64
148　176　239　226　118
86　60
139　145　60
31　109
　　t
33
38　60
20　78
　　t
　　t
　　t
　　t
　　88
　　63
　　60
　　62
　　t
t
　239
197
235
t
247
239
187
304
305
338
317
284
343
718
Average． 91　159　186　155　80　59　31　95　235　286
　　　　　　　　耳．放射能泉入浴E糖質代謝
1・三朝温泉入浴がアロキサン糖尿家兎の空腹時血糖に及ぼす影響
　前述の如くにして作製したアロキサン糖尿
家兎のうち，試薬投与後約1週間を経過し高
血糖を持続した4例に三朝温泉浴を行わせ，
血糖の変動を追求した・
　　　　　実験材料と実験方法
　前夜から絶食させた家兎を早朝室腹時，44
±10C．，5分間の温泉浴を行わせ，浴前，浴
後1／2，1，2，3，4，及び24時間目に採血し血
糖値を測定した・使用した温泉は研究所一山
　ひすいに輩翠の湯で（第2表）・対照としては研究所
水道水温浴を施行した．術浴後4時闇迄は食
?
餌を禁じた．
　　　　　　実験成績及び考察
　温泉浴後一過性に血糖値は上昇する；場合が
多く，研究所泉浴では　浴後30分で浴前値に
比べ季均5．6％の増加を示したが，3時闇値で
は逆に7．5％の減少，24時二目には李均5％
の減少となっている．次に常侍200～400マッ
へ軍位のラドン濃度を有する斐翠の湯入浴で
は，卒均値でみると浴後％～1時聞に亘り10
％内外の増加を示し3時間で浴前値に戻った
が，24時聞値では総ての例で血糖値は下降
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Tabl’?@2・　Chemical　compositions　of　Misasa　Hot　Springs．
Names HISUI－NO－YUKENKYUSHO－SEN
Ternperatures　1
??
NH4・
K・
Na’
Ca”
Mg”
Fe”
Mn’冒
Al…
Cl，
HSO4，
SOA”
HCO3i
HPOi：’
H2SiO3
HBO，
CO2
44．　OC．
　6．　6
316．　Mache　units
　63．　OC．
　7．　04
10．　5一一　41．　5
mg．／kg．
　O．　120
31．　4
244．　9
17．　96
　8．　30
　0．　25
　1．　08
　0．　55
309．　2
78．　7
170．　2
　十
155．　4
　5．　44
46．　42
14．　0
540．　2
61．　2
　6．　6
　0．　3
　O．　1
709．　4
179．　5
226．　7
十
29．　5
1070． 1827．
し，李均23％の減少であった．対照たる淡水
温浴では　浴後1時聞で7．4％の増加であった
が，3時間で浴前値に復し，以後変動が認めら
れなかった．（第3表，第2図）
　奥田博士15）によると，43。C，5分闇の研究
所泉浴では同温同時間の淡水温浴にくらべ，
正常家兎の血糖値を浴後15～60分に亘って増
加せしめるという．アロキサン糖尿家兎での
成績では研究所泉浴と淡7k温浴との間に有意
差を認めることは出来なかった（Fo＝2．16
〈Fl（0．05）＝・5．99）．研究所泉浴による血糖
値の変動をアロキサン糖尿家兎と正常家兎と
につき，奥田博土の成績15）を参照して槍定す
ると，アロキサン糖尿家兎では正常家兎に比
べ温泉浴による血糖値の動揺が小さいことを
知った（Fo一・　5．5＞Fl（0．05）＝・　5．　14）。
　次に輩翠の湯入浴による影響を，浴前，浴
後3時間，24時闇の血糖値を用い，淡水温浴
並に研究泉所浴後の変動と比較すると，第4
表の如くで，有意差を証明出来た・即ちラド
ン濃度以外の含有成分は大差のない研究所泉
と蕩翠の湯浴との間に差を認め得たのは興味
深いことである．
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Table　3．　Changes　in　the　blood　sugar　following　the　radioactive
　　　　　thermal　bath　（alloxan－diabetic　rabbits）・
No． 1　Before． 1／2・ 1 3 24．　Hours．
　11．
　12．
　13．
　14．
Average．
　％
　11．
　12．
　13．
　14．
Average．
　％
　11．
　12．
　13．
　14．
Average．
　％
Bath　in
127
301
279
268
244
100
plain　water，
155
298
303
274
258
106
44±10C．　，　5　min．
148
330
313
257
268
107
Bath　in　r’Kenkyusho－senrt
134
331
317
284
266
100
161
319
342
302
281
106
129
311
338
315
273
102
Bath　in　’tRisui－no－Yu’r．
179
271
300
194
236
100
225
298
297
198
255
108
191
3e4
289
228
253
107
123
326
271
239
240
99
102
297
340
245
346
92
136
331
278
170
229
97
135
326
282
264
252
103
120
357
287
256
255
95
133
181
238
174
182
77
mg．／dl．
2．アロキサン糖尿家兎の葡萄糖静豚内負荷試験に及ぼす温泉浴の影響
　糖尿病に特有な糖同化機能障碍の特質は，
糖負荷後過血糖の下降速度の緩徐なことで，
この速度を以て糖同化機能を現わすことが最
も要当であるとせられ17），この速度は今日一
????
Fig．　Z　Radioactive　thenr｝al　bath　and　bJood　suge．r
　　　（Alioxan－diabetic　rabbits）．
Ptaln　water　Ccontror）．
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Betert　1／2　1 3
ttHisui．no－Yu”．
　24　lleurs．
般に行われている経口的糖同化機能検査法で
は腸管からの糖吸牧という不定の条件に妨げ
られて正確に測定しえす，翻豚内糖負荷法に
よる方が合理的であるという18）．即ち，一定
量の葡萄糖を短時間に静注しその後の血糖曲
線を追求し，その判定法としてTunbridge19）
は試験前値　　室腹時血糖値一に復帰する
時聞（復帰時間）を探用している・
　著者は，正常家兎の糖同化機能を調べ，更
にアロキサン糖尿家兎の糖同化機能に及ぼす
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Table　4．　Analysis　of　v’≠窒奄≠獅モ?D
Source　ofvariation
　　　1
　　　Z
　　　Q
　IxZ
　ZxQ
　QxlIxQxZ
Sum　of　squeres
176416．
　1008．　2
　6127．　7
　3888．　8
　2048．　5
13934．
　4227．　5
Degrees　off edom????? ? ?
Mean
squere
58805．　3
　504．　1
3042．　6
　648．　1
　512．　1
2322．　3
　352．　3
Fo
16．6愚鱒
1．　4
8．6鴨管
1．　8
1．　4
6．5管静
207650．　7 35
1：Individual，　Q：Spring　water，　Z：Time．
温泉浴の影響を槍索した．
　　　　　実験材料さ実験方法
　正常成熟家兎11例に早朝空腹時20％葡萄糖
10ml・を耳翼辺縁静詠内に短時間（30秒）に
注射して，注射前，注射後1／2，1，2，3，4時
聞に亘って他側の静豚から採血し血糖値を測
定した．
　次に，24／II．～3／III．（1954）．の間にアロ
キサン150mg．／kg．を静豚内に投与して實験
的糖尿病を発症せしめた家兎（前述1．，No．
11，12，13，14）を使用し，3ヶ月後の26／V．
～9／ETI．に実験を行った．即ち，早朝室腹時
に採血．して之を實験前値とし，20％葡萄糖10
m1．を静H永内に注入後，直ちに41～2。C・の
温浴（研究所泉浴並に淡水温浴，5分間）を行
わしめ葡萄糖注射後％，1，2，3，4時聞に亘り
耳翼辺縁翻永から採血し血糖値の変動を迫上
した・血糖偉の測定はHagedorn－Jensen氏
法によった．
　　　　　　実験成績及び考察
　正常成熱家兎11例に静豚内葡萄糖負荷試験
を行った成績を第5表に示した・即ち正常家
兎では20％葡萄糖10ml．の翻脈内負荷後2～3
時間を経れば　』血糖値は旧に復することを知
った。糖負荷後の血糖値の変動を，各時間の
測定艦について5％の棄却限界を求め，それ
らを結んで得られた棄却限界域は第3図の如
くである．
　次に　アロキサン投与後約3ク月を経遇し
た家兎4例のうち3例は室腹時血糖値が既に
面々正常に復蹄していたが，糖負荷後の血糖
曲線は注射後4時間にして漸く前値に戻っ
た．（第6表，第3図）
　第3図から明らかな如く，アロキサン注射
後3ケ月を経て男腹時血糖値は略k正常範囲
内にある家兎に於ても，その糖同化機能は尚
障碍せられていることがわかる．
　かNるアロキサン糖尿家兎に葡萄糖負荷を
行った後，淡水温浴並びに研究所泉入浴を行
って得られた成績を第6表及び第4，5図に示
した．
　即ち，アロキ’サン投与後相当日数を経た家
兎に，糖負荷後研究所泉浴を行ったところ，
すでに2時間内外で自験前門に復したものも
あり，李均3時間で大凡實験前値に戻ってい
るが（第5図）淡水温浴群では全例共に3時
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Table　5．　lntravenous　glucose　tolerance　test　in　normal　rabbits．
No・　Sex．?????????????????
Average．
Body
weight．
2．　s　kg
2．　1
2．　3
2．　4
2．　9
2．　5
2．　6
2．　3
2．　25
3．　3
2．　6
Rejection　limit　（5％）．
　Before．　1／2・
　s7　mg・／dl・　233
　103　271　101　216　90　220　95　245　83　228　109　227　96　275　100　235　108　198　109　255
　98　23798．2±20．8　　　236．6士54．1
1
????????????
381
2
????
??????
801
182．5＝L67．7　　　108．4士46．2
聞以上を要し，李均笹でみると3時間で尚18
％の増加，血糖曲線による響町時聞は3時間
牛となっている（第4図，第6表）．
　叉，研究所泉浴，淡水温浴並に対照（無入
浴）による血糖値の変動を分散分析法で検定
すると（第7表），三者の間に有意差を認める
ことが出来る．
　上述め成績はアロキサン投与後3ケ月を経
て室腹時血糖値が三々正常に戻った家兎の爾
障碍せられている糖同化機能（第3図）が放
射能温泉浴により正常化せしめられることを
示すものといえよう（第5図）．
　　　　　　　総　　　括
　アロキサン糖尿家兎に肝障碍の存すること
は既に周知のことであり20），肝が糖質代謝に
重要な役割を演じていることも明らかであ
る．21）
　他：方，温泉浴が肝機能に好影響を与えるこ
とは諸家によって認められているところであ
り3），22）奥田博士も三朝温泉浴kより肝機能
が充進せしめられることを報告した．15）
　一般に温浴によって健常者の血糖は一過性
に上昇するが，高血糖値を示す糖尿病体では
下降する場合もあることが知られており，ee）
快適温の入浴は血糖下降的であるという．23）
　奥田氏は含食塩重曹ラドン泉たる研究所泉
浴後，正常家兎では淡水温浴にくらべ血糖値
の上昇が大であったと述べているが，15）著者
はアロキサン糖尿家兎での実験で両浴の間に
差を認め得なかった．叉200～400マツへ単位
のラドン濃度を有する蕩翠の湯浴によリアロ
キサン糖尿家兎の血糖値は24時間後に全例共
に下降したが，ラドンの影響によるか否かは
尚検討を要する・
　Staub24）によれば，糖投与後の運動は，投
与せられた糖に起因する過血糖を抑制して空
腹時血糖値えの復帰を促すという・アロキサ
ン糖尿家兎に静豚内糖負荷後，研究所泉浴を
行った際には，非入浴並に淡水温浴の何れの
場合よりもその復帰時間が速かであって，叉，
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41
3
??????? ?????
85．　4±23．　9
71
87
77
108
66
75
　　86
　101
　　94
83．9土33．9
血糖値の変動は正常家兎に於ける糖負荷後の
血糖曲線と略k同じ型を示すことが推計学的
に証明出来た．即ち，アロキサン投与後相当
時日を経過した家兎の糖同化機能は尚障碍せ
られておるが1放射能温泉入浴によって著し
くその機能の改善が認められた・之は唯1回
の放射能温泉入浴の成績であるが，従来温泉
治療が軽症の糖尿病をその三野とするという
臨床的経験と一致するものと考える・その温
泉作用については今後の検索を必要とする・
Table　6．　lntravenous　glucose　tolerance　test　and　radioactive　thermal　bath．
　　　　　　　　　　　　　（Alloxan－diabetic　rabbits）．
No．
??????
ー??????? ←
?????? ←?
縄溢t，B・…e・
　　　　Control．
　2．　6s　kg・　112　mg・／dl．
　2．　75　109
　2．3　146
　2．　8　120　’
Average・　122
　％　100
　2．　55
　2．　7
　2．　25
　2．　85
Average．
　％
　2．　5
　．2．　65
　2．　3
　2．　85
Average．
　％
1／3・
264
285
281
258
272
223
1
237
263
271
233
251
206
2．
189
227
244
217
219
179
Bath　in　plain　water（42土3QC．，5min．），
124
109
156
168
139
100
266
272
340
348
307
220
259
250
297
287
273
196
224
208
256
249
234
168
3．　4Hours．
167
191
175
221
186
155
144
131
168
212
164
118
Bath　in　”Kenkyusho：sen”　（42±30C．　，　5　min．）．
93
87
149
150
120
100
218
216
282
255
243
202
201
191
228
222
211
176
162
161
130
166
155
129，
130
138
84
141
123
102
119
167
80
132
125
102
112
113
131
155
128
92
128
109
128
116
120
100
42
．mg．／d且．
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　100
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Fig，　3，　rutra“eneug　gltteese　to！er”stce　curves　in　alloxan－cSiabetic
　　　　　　　rabbits．　（Centrol）．
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Table　7・　Analysis　of　variance
Source　of
variation．
　　1．
　　Z．
　　Q．
　IxZ
ZxQ
Qxl
IxZxQ
Sum　of　squeres
11394．
232555．　6
27401．　6
　9051．　0
15039．　5
　6488．　7
　6363．　6
Degrees　off edom??????? ? ?
??
Mean
squere
3798．
46511．　1
13700．　8
　603．　4
1503．　9
1081．　4
　212．　1
Fo
17．9管畳
219．鱒管
64．7管誉
　2．8管鱒
　7．09一管
　5．1鞘
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III．放射能泉入浴Eアロキサン糖尿家兎の白血球像
　大島教授25）は三朝温泉入浴後，正常家兎で
は白血球漏壷をみるが，淡水温浴後にも同様
な変化がみられ，その程度も時問的経過に関
しても有意の差が証明出来なかったと述べて
払る．
　著者はアロキサン糖尿家兎の白血球｛象に及
ぼす放射能泉浴の影響を検索した・
　　　　　実験方法E実験成績
　上述の実験皿の1に於て，早朝室腹時のア
ロキサン糖尿家兎に，温泉浴乃至淡水浴を行
わせ血糖値を測定した際，同時に採血して型
の如く白血球数を算定し塗抹標本を作って白
血球陳を調べた・
　アロキナン糖尿家兎に於ても三朝温泉浴後
一過性に白血球増多が認められ，李均値で比
較すると淡水温浴後よりもその程度は大で，
殊にラドン濃度の高い輩翠の湯浴後に著しか
った・白血球増多は淡水温浴及び研究所泉浴
の場合には大凡24時間で浴前値に復したが，
翁翠の湯入浴の時は24白白後でも尚存続し淡
水温浴の場合との間に有意差を認めることが
出来た（実験前，浴後3時間，24時間目の白
血球数を使用，分散分析法によると，F．　＝＝
5．25＞Fll（0．05）＝4．75）．白血球増多は主と
して偽エオジン細胞によるもので，斐翠の湯
入浴後の際に著明であった．（第8表，第6図）．
　　　　　　　考　　　察
　家兎にアロキサンを投与するとアロキサン
による著明な続発性貧血の発生をみるが，こ
れは一種の溶血性貧血と見倣しうるもので，
アロキサン投与後1～2週を経て漸次回復の
傾向を示すという26）．上述の温泉入浴実験は
アロキサン投与後1～2週の期間に行ったも
ので，貧血の回復期に相当しているわけであ
る．
　放射能泉の入浴によリラドンは生体内に吸
牧せられ25），かくして体内に進入したラドン
が骨髄に作用することはHercik，w）v．　Noo－
rden　u．　Falta27），井上氏28）等の既に報告し
ているところであって，初期には骨髄刺戟の
結果白血球増多を来し，旧いでその減少を認
めるという．アロキサン糖尿家兎で，同温同
時間の淡水浴並に研究所泉浴に較べて200～
400マツへ単位のラドン濃度を有する菱翠の
44 ? 永
?
Table　8．　Radioactive　thermal　bath　and　leucoyte　counts．
No．
　　11．
　　12．
　　13．
　　14．
Average．
　　％
　　　IL
　　，12．
　　　13．
　　　14．
Average．
　　％
　　　11．
　　12．
　　　13．
　　14．
Average．
　　％
Before． ・1 2 ロ3
Bath　in　plain　water，44士1。C．，5min．
13600
・9900
10750
1e850
11275
　100
8500
9300
6800
15150
9938
　100
5400
14400
6950
14550
10325
　100
17600
20550
11050
12600
15450
　137
18600
15700
15800
14000
16125
　142
15050
20650
8550
11400
13913
　123
Bath　in　ttKenkyusho－sen”．
11600
’　23350
4000
16950
14125
　　142
エ0850
’22600
13700
23600
ユ7688
　　178
Bath　in　’SHisui－no一一Yu’S．
13550
15000
11000
20700
15062
　145
15900
18000
15000
25300
18550
　180
19500
14350
10000
21200
16263
　163
11550
24800
20250
17500
18512
　179
24　Hours．
14550　／cmm．
10450
8550
10200
10938
　　97
9250
10200
5050
14400
9725
　　98
　7400
24700
　6650
－17650
14100
　　136
湯浴後の白血球増多が24時
間後にも認めら．黷ｽこと
は，ラドンが貧血時の骨髄
機能を充進せしめたものと
考えることが出来よう．
??
140
100
Fig一　6一　（：hanges　in　the　leucoc；yte　counts　after　radioactive
　　　　　　　thermal　bath　（aUoxan－diabet｝c　rabbits）
’tgisui－no－Yu’f一
”Kenkyusho－sen”．
Plain　water　（control）．
Before． 1 2 3 24　Heurs．
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結
　著者はアロキサン投与によって作製した実
験的糖尿家兎の糖質代謝並に白」血球豫に及ぼ
す三朝温泉入浴の影響を検索した．
　1，　アロキサン糖尿家兎では正常家兎にく
　　らべ研究所泉入浴後の血糖の変動が外目
　　であった．
2，200～400マツへ単位のラドン濃度を有
　　するi田野の湯浴により，浴後24時三目の
　　血糖値の下降を認めた．
　3，アロキサン投与後3ケ月を経た家兎の
　　室腹時血糖値は略k正常となったが，直
紙
　同化機能は尚障碍せられていることを知
　つた．
4，　かNる家兎の糖同化機能は：放射能温泉
　である研究所泉入浴によって正常化せし
　め得ることを認めた・
5，　アロキサン投与による貧血の回復期に
　ある家兎の骨髄機能は放射能温泉入浴に
　よって充進ずると考えられる．
　本報告は　昭和29年4月5日第19回日本温泉気
候学会総会並びに　昭和29年10月31日第9回日本
内科学会中国四国地方会の席上で発表した．
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STUDIES　ON　BALNEOTHERAPY　OF　DIABETES
　　　　　　　　　　　　　MELLITUS　（1）．
EFFECT　OF　THE　RADIOACTIVE　THERMAL　BATH
UPON　THE　CARBOHYDRATE　METABOLISM　AND
THE　LEUCOCYTE　PICTURE　IN　ALLOXAN－DIABETIC
RABBITS．
Hiroshi　MORINAGA
DIVISION　OF　INTERNAL　MEDICINE，　BALNEOLOGICAL　LABORATORY
　　　　　　　　　　　　　　　　OKAYAMA　UNIVERSITY
　　The　author　investigated　the　effect　of　the　radioactive　thermal　bath　upon　the
carbohydrate皿etabolism　and　the　leucocyte　picture　in　alloxan－diabetic　rabbits．
　　1・　The　author　injected　100－200　mg．　of　alloxan　per　kg．　of　body　weight　intravenously
into　normal　rabbits　and　produced　alloxan　diabetes，　The　triphasic　blood　sugar
response　to　the　injection　of　alloxan　is　illustrated　in　Table　1．　and　Fig．　1・　About　a
week　after　the　injection　of　alloxan，　the　fasting　blood　sugar　values　ranged　127　to　331
mg．／dl・　（Table　3．）．
　　2．　ln　this　experiment　the　alloxan－diabetic　rabbits　were　put　in　radioactive　hot　spr－
ing　and　plain　water　bath，　42－440C・　in　temperature．　The　radioactive　hot　springs　put
in　use　are　ttHisui－no－Yu’t　and　t’Kenkyusho－senV　（the　Loboratory－Spring），　both　in
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Misasa　Spa，　the　chemical　cornpositions　of　which　are　given　in　Table　2．
　　　3．　ln　any　case，　the　blood　sugar　level　rose　temporarily　after　the　thermal　baths　for
sminutes，　but　the　24－hour　blood　sugar　value　after　taking　a　bath　was　lower　in
”Hisui－no－Yu”　（Rn：3QO－4eO　Mache　units）　than　in　nKenkyusho－sen’t　（Rn：10－30
Mache　units）　（Table　3　and　Fig・　2）・
　　　4・　The　glucose　tolerance　was　found　to　be　abnormal　in　alloxan－diabetic　rabbits
even　3　months　after　the　injection　of　alloxan，　but　this　abnormal　carbohydrate　metab－
olism　tended　to　become　normal　by　the　radioactive　thermal　bath　（Table　5，　6　and
Fig．　3，　5．）．
　　　5・　The　radioactive　thermal　bath　in　”Hisui一一no－Yu”　caused　increase　of　leucocyte
counts　of　alloxan－diabetic　rabbits　more　remarkably　than　the　bath　in　”Kenkyusho－
sen”　（Table　8．　and　Fig．6）・
